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研究成果の概要： 
ベトナム戦争時に枯葉剤が濃厚に散布された南ベトナムの一地区の授乳期婦人から母乳と末梢

血を採取して、母乳中のダイオキシン値と末梢血の姉妹染色体分体交換（SCE）指数を測定し

たところ、対象地区の授乳期婦人のそれに比べ、①母乳中のダイオキシン値は 3~4 倍高値であ

り、②SCE index は有意に高いこと、また、③母乳中のダイオキシン値と SCE index の log 値

を取ったところ、相関することが判った。 
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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：(1)ダイオキシン (2)ベトナム戦争 (3)枯れ葉剤 (4)姉妹染色体交換指数 (5)母乳 
 
１．研究開始当初の背景 
金沢大学：城戸照彦教授は 2002 年より、社
会経済状況が類似している２つの地域、つま
り、北緯 17度線をはさんで最汚染地区（Quang 
Tri 省 Cam Chinh 地区：旧南ベトナム領）と
非汚染=対照地区（Ha Tinh 省 Cam Phuc 地区：
旧北ベトナム領）を選定し、両地区の住民そ
れぞれ 4100 人前後を対象とした大規模な疫
学調査（死産率・先天異常発生率・男女の出
生比率・栄養状態）と環境調査（土壌・水質・
低質・魚家禽豚のダイオキシン濃度測定）を
行った。更に、この中の 150-190 人について
は生体試料（血液・脂肪組織・母乳）を採取
して、ダイオキシン類の濃度分析を行った。

その結果、疫学調査、環境調査の何れにおい
ても、汚染地区と非汚染地区では有意差があ
り、生体試料検査では汚染地区住民は非汚染
地区住民に比べ、3-4 倍高いダイオキシン濃
度を示していることが判明した。 
 
２．研究の目的 
ベトナム戦争後 30 年を経た現在でも、の

直接の被害者である枯葉剤濃厚散布地区の
住民では生体資料において、対照地区に比べ、
ダイオキシン値が 3~4倍高いことが証明され
た。そこで、この枯葉剤濃厚散布地区の住民
を対象として、Dioxin の DNA 毒性がどの程度
に及んでいるかを調査する。 



３．研究の方法 
既に母乳中ダイオキシン類濃度の測定が

行なわれている両地区の母親から末梢血を
採血し(汚染地区:50 人、対照地区：21 人)、
姉妹染色体分体交換（sister chromatic 
exchange: SCE）指数（現在、最も鋭敏な DNA
毒性検査とされている）を検索し、その値と
母乳中ダイオキシン値との相関の有無を検
討した。 
 
４．研究成果 

①汚染地区：45人と対照地区：19人でSCE
指数が分析できた。これ以外の検体では、細
菌感染が起こってしまい、SCE指数の分析がで
きなかった。両地区のSCE指数平均値には統計
学的に明確な差が認められた（2.34 vs 1.53
）、②汚染地区内のダイオキシン類高濃度群
と中程度濃度群の間で、SCE指数に統計学的に
有意差が認められた（2.50 vs 2.19）、③SCE
指数とダイオキシン類濃度との間には、log
値を取った場合に緩やかな相関が認められた
（log SCE = 0.173 x log TEQ +0.156, r=0.463
）。 
 本結果は、ベトナム戦争の直接の被害者で
あるベトナム人を対象として、生体内ダイオ
キシン濃度と SCE 指数を個々人で測定して、
且つ、SCE 指数とダイオキシン濃度との相関
を検討した世界初の報告である。枯葉剤濃厚
散布地区の住民では対象地区住民に比べ、ダ
イオキシン濃度や SCE指数が優位に高いこと
を証明し得たことは極めて意義深い。しかし、
この SCE 指数が慢性的に高い状態が実際に
DNA 毒性を起こしうるかどうかは、今後、検
討しなければならない課題である。 
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